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                 北陸先端科学技術大学院大学 

大学院  

                                      

  

23 24 年 に、北陸地区国立 4 大学の教員・職員・学生による大学共創プロジェ

クト ー を組織し、大学組織 の の共創プロ の開発に 取組を進

てき 。 の を発 、大学 による 育 プロ の共創を の

で る。 し 代を生き を る大学としての 命と に ら

る な大学経営を には、大学の教育研究 を提 る立 に る教員と職

員 の を高 る ではな 、教員・職員・学生 共に創り る組織

なフ クターで る。北陸と 地域 に し 組織 に る共通 に立て 、北

陸地区国立 4 大学 共 で大学組織 の の共創プロ を研究開発 る とは、

大学 でな 、北陸地域 の大学運営や組織 の に に のと

ら る。ま 、 取組は、北陸地区の国立大学 の と との な りを にし、大

学 ネット ーク の のの を る 期 る。 
26 年 では、 年 の を ま な ら、 3 の研究会を開 し、教員・職

員・学生による共創の りを とし 大学共創フォー の企画の か、プロジェ

クトメン ーによる ートフォリ や 法 に取り組 、「大学共創」と ン

セプト の を る とに を て 。 の として、 26 年 12 月 13 （ ）

に、金沢 にお て、北陸 3 の大学 者を に 50 名 を 、大学共創フォ

ー 2014「 なで大学共創に て語ろ 」を開 し 。京都 業大学職員 

ゆり と学生 ループ代表 による 提 に 、教員・職員・学生・

による ールドカフェ・ りを通して、「大学共創とは か」「大学共創の

」に て し、 発表を通して共 と を 。 
 年、共創と ンセプトは 国 地で取り ら るよ になり、高等教育業 で

、 年 のフォー でお きし 京都 業大学「 京 共創 プロジェク

ト」や大学マネジメント研究会（会  学 法 学院 事 （  京都大

学 事・ 学 ））「共創 」な の取組 わ て る。大学を取り 、

る で、職域を て ・創 る と の表 で る。 
 プロジェクトでは、 まで をお てき インプット （共創プロ の

や の提 ）に る とな 、 を高 な ら、共創プロ により

育 る を特 るア トカ を し 取組を進 と て る。 
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北陸 大学 （大学 ）  

 

 
テーマ 「大学 による 育 プロ の共創」 

活動 案  
 共創プロ の 大の は、参 る教員・職員・学生の 開発・ 育 に

る とに る。 まで開発してき アクションリ ー や知識創 技法による ル

ープ ークは、大学構 員 の共通 識を高 る でな 、参 者 に る経 学

の機会として な を て る。 
25 26 年 の 2 年 では、 まで をお てき インプット （共創プロ 
の や の提 ）に 、 を高 な ら、共創プロ に 

より育 る を特 るア トカ を し 取組を進 る。2 年プロジェ 
クトの 年 で る 25 年 では、 大学 や 発表を とを通して、共創 
プロ の 用 を る と でき 。 26 年 では、共創プロ による 

育 の な に る 等に取り組 で る。 
 
（ ）大学 （ ） 

 大学共創プロジェクト 4 年 を 、か 、メン ーに て 年参画して

る を る を 、 年 にお ては、メン ー の動機 や振り

りに を てる。研究会 フォー 開 に、 メン ー 「大学共創 ートフォ

リ 」を し、 にプロジェクト での共 ・振り りに る。 
ま 、 法 を 、 プロジェクトの に取り組 、達 や課 を

。 
 
（ ）大学  

テーマ 「 なで大学共創に て語ろ   共創 てな ろ  （ ）」 
 教員・職員・学生によ て る大学組織では、 構 員 な り な

ら大学生活の 営ま て る。 2 年 の大学共創フォー の企画

を通して、 て、大学にお る共創とは なのかに て、参 者 なで

し、 なイメージに て共 して 。 
 大学共創プロジェクト 

共 大学 ン ーシア 、大学 学会 部・北陸地区研究会（ ） 
 年 、12 月に開  
 金沢学生のま  
 大学教職員、大学生・大学院生、 の  
 員 40 50 名程  

構 案 （ 研究を専門とし 部 ） 
ループ ーク 

    発表・総  
 
（ ）大学 学  

 26 年 の事業 を るとと に、フロアーとの を 、 な知

を得る。  



大学 （ ） 

 

大学

大学

研究

後 研究 （

） （ ）  

 

 

（ 識）  

大学 （ 識）  

（ 識）  

 

大学 （ ）  

大学  

研究 大学

大学

課  

 

識 （ ）  

 

研究 了 研究 記

記

後

 

 

 

河島

大学

（ ） 大

学  

 

  

識

大学   



大学 （ ） 

 

大学

大学

研究

後 研究 （

） （ ）  

 

 

（ 識）  

大学 （ 識）  

（ 識）  

 

大学 （ ）  

大学  

研究 大学

大学

課  

 

識 （ ）  

 

研究 了 研究 記

記

後

 

 

 

河島

大学

（ ） 大

学  

 

  

識

大学   

大学共創 ートフォリ （ 1 ） 
 

・ 名             
 

大学共創に て、 のよ なイメージを て ま か。 や で て

て 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
開 に ・  



大学共創 ートフォリ （ 1 ） 
 

・ 名             
 

大学共創に て て る とを て て 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
開 に ・  



大学共創 ートフォリ （ 1 ） 
 

・ 名             
 

大学共創に て て る とを て て 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
開 に ・  

大学共創 ートフォリ （ 1 ） 
 

・ 名             
 
 

の研究会を通して、大学共創に て、 に とや

とを て て 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の研究会を通して、大学共創に て、 に と、分からな

とを て 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
了 に ・  
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大学共創フォーラム 2014
Ⅲ

「みんなで大学共創について
　語ろう！
　～Future for University Co-creation～」

日　時：2014 年12 月13日（土）13：00～17：00
場　所：金沢学生のまち市民交流館　交流ホール









大学共創フォー  

 

 

 

 

 

 は や から お運 き り と ま 。大学共創プロジェク

トは 年で 年 になりま 。 山大学 北陸先端大 金沢大学 大学と 北陸地区

の国立大学 大学 る ので 大学 ン ーシア の か 大学 学会 部・

北陸地区研究会に共 を て して ま 。 

 の は で大学に ての を して と

で 。 し の し 創る の にな て ので

生 命 なで しまし 。 の後 し を取 て創

て とになりま 。で から から の を にして

までの を りで ャレンジし と

ま 。 できに のは のよ な年 の教員で

ので は特に ャレンジン に に しか る

よ な発 をして き と ま 。 には ルー

プで をして きま して て して

し のを創る 程を で よ と ま 。 は に

りまし 。 

 
 

 野先生 り と まし 。 は の総 会を務 て

北陸先端科学技術大学院大学の大学院教育イニシアティブセンター客員准教授の林で 。 

よろし お しま 。 

 の 提 に り と ま 。北陸の国立 大学で教職員・学生の ループ

で大学共創プロジェクトを組 で 年 の 期にフォー 等を開 て ま 。 までは

大学教育に て ら る を り 年は でシ スを りまし 。 年 年

を て 「大学共創とは ろ 。 て よ 」と メン ーの で

特に学生から まし 。で から はタイトルを「 なで大学教育に て語ろ 」

として るので は「 なで大学共創に て語ろ 」としまし 。 

 共に創り て 大学（大学共創）の には 大学教育 ま ま 。わ わ は北陸地

区 の大学 で して るので 大学で に活動 て る大学 りま 。

お し 京都 業大学で 。京 大では 学 で教員 職員 特に学生 に

活発に し 活動 て るよ に ら ま 。 は京 大の取組に て

提 して て わ わ し て き 。 から は大学共

創の に て て きま ので の に に ろ と ま 。 

 「学生 スタッフ  大学共創の の 」と し 提 をして

き と ま 。京都 業大学の学 ・教育支援研究開発センター職員の で 。

は の 月に京都 業大学に採用 学生 スタッフ の活動支援の か

学 研修会や授業アン ート等の業務に でおら し で ろ セクショ

ンの学 で り り か て ま 。 から 経営学部会 フ イナンス学科 年生 学

生 代表の で 。 は 年に京 大の経営学部に 学し 月に開か

「学生 ミット 」で に活 で 。 では よろし お しま 。

会挨拶  
 （金沢大学大学教育開発・支援センター センター ・教授）



提 「学生 スタッフ  大学共創の の 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生  では 京都 業大学学生 スタッフ のプレ ンテ

ーションを て き と ま 。 紹介に かりまし の代表を務 てお

りま で 。 

 

研究  京都 業大学学 の ゆりと しま 。

はよろし お しま （ ）。 

 

大 学生  

 は に京 大の学生 の に「学生 とは 」 して京 大で て

る大学共創 のよ な のか しま 。 の後 の特 を支 て

て る職員との の な の活動 後に 後の を発表しま 。 

 

 では 京 大で のよ に学生

ま のか。学 ・教育支援研究

開発 の 課 のお を て き

と ま 。動画を 。 

 

課 （ ）  京都 業

大学の学生 スタッフ は によ

て て ま 。 して のよ

な活動 ま のか のき か を

お しし と ま 。 は 授業 価アン ートをして な と て る先生

代でし 。 し 授業を し と て る学生 る とを先生 に

分か て ら 授業 価アン ートを して かを 論し に とは

のか 学 で を て し と り 年 月に先生と学生と職員

等な で の るよ な を りまし 。 月の 期 ので 教

は で 論 できまし 。 

 期生で から活動 まりまし 。 わ を のは で の後

の な の活動を 開してき のは学生 で 林 を代表に のメン ー わ

り に をやり をやり を か まし 。 して 大きな大 になり りま

まで育てて の 山 や 沢 でし 。 

 

 の を て ときに 分 の活動の となる とは

しなか ので とて きまし 。 
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 （京都 業大学経営学部会 フ イナンス学科 年生  
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 （京都 業大学学 教育支援研究開発センター職員） 

 （京都 業大学経営学部会 フ イナンス学科 年生  

学生 スタッフ 代表  

大学共創フォー  

 

 で 。動画の では分かりに と ま ので のプロ の「学

生 とは 」に りまし 。 

 

学生  

 で て で か  

 

 でし フロッ ー ィスクで か。 

 

 （会 ） て てよか で 。 とはフ カルティ・ ィ ロプメント

の とで 教員 で 授業 ・教育 の とを しま 学生 とは を学生

に て ら ので 学生 に取り組 活動を して ま 。 では学生 は 国に

広ま て て 大学 とに ま まな特 りま 。 

 

 学生 に し イ ントに参 し 際に 北 から て る らし ので

広ま て るの なと まし 。 

 

 で 。 国に広ま て てきまし 。 

 

大 大学  

 では に京 大の大学共創に て しま 。 のフォー で 「大学

共創」 テーマにな て ま 京 大の大学共創とは 異な て ると ので

して き と ま 。 

 

学生 （ ）  京都 業大学の学生 スタッフ

の 代代表をしておりまし 林 と しま 。 経 で活動を のか

な 大学共創を に るよ にな のかを 単にお し と ま 。 

 と と は「学生 スタッフ」と 名 で活動をして ので では学生

にと て し てな に をして るのか よ 分からな 。学生 りや よ

に し の てる名 にし と 「 」と を まし 。 の は

年生のメン ーの 提案して ので 「 」のよ に わ る で 美し

きら やか ま り まと りま 。京都 業大学 と り 大学

にな て し と と と活 して るよ になり と

の を て の名 にしまし 。 

 名 の で   （大学共創 員会）の 文 を取 て

ま 。学生は と のを と 知ら 分 のやり とを し分かりや

と から 大学共創の 文 を採用しまし 。 

 学生 スタッフとして活動して ろは 授業を るのに学生の を生かし り 授

業に る 満を としてまと り る とで大学の授業を して とを に活

動をしよ として まし 。しかし 期メン ーで開 ミーティン で から をして

かを し て るときに 学生 の を て て大学 なるのか 授業

なるのかと と ろに を 学生は ろ 先生や職員の に 興 りまし

。 して 分 にやり のは 大学を構 して る先生と職員と学生と

者から を て 大学や授業を して と と 論に ので 「学生 ス
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タッフ」と名 るより 大学を共に創 て 「共創」と の わし と

「大学共創 員会・ 」と 名 で活動 る とになりまし 。 

 に名 を よ かと ま てから 後に るまでに 年かか

りま 。 に「大学共創」にし の 大学 の期 に のメン ー 京

都 のフ ミレスに ら から ま て し て ろ と で りまし 。

か ら まで し な て し 名 で 。 に 京

大は京都の大学なので の かなと て「 」にしまし 。京 大の「 」に

かか て ま 。 

 

 代代表の を て 名 に大 ら て る と よ 分かりまし 。 

 

 に ろ ろ て ので 。林 の の に と て ま

な の の特 の をお しま 。 

 

 

 の特 の として やはり学生 ら ま 。 の フォー を開

し ときには の な をして発表し ので の で て ら し るのは

教職員の と でし 。 の学生は に わりを て て 教職員の から

アド イス ので は として てお て 分 で て活動を 開

して ま 。 

 

 を て ま 。 （ ）レンジャーは と して ま 。 

 

 らに の特 には イン の高 ら ま 。「 共創 ータブック」は

て で ており 大 スキル 高 と ま 。 

 

 て「共創 ータブック」を ときは 学生 のレ ルの高 に りし

ので のよ なスキルは に のでし か。 

 

 には先 と にや て に ま 。 の 分で るよ になり

なからアド イスを ら な ら 分で や てやろ と から ま

な て のではな かと て ま 。 

 して 分 の高 ら ま 。「共創 ータブック」に て る「共創シート」と

アン ートはイ ント とに取 ており を に とし 分 して表に しま 。

から 「高等教育フォー 」で 分 の活動に る論文を な ま まな分

を て ま 。 

 

 イ ントの企画から振り り て まと てと イクルを して ると

とで 。 

 して 活動 る では 京 大の か な と ま 。わ わ の大学は

文 学部 のキャン スに ま て ま 。で から をか ると に な

メン ー ま てきま 。 かイ ントを ときに 参 者 まりや と 特

りま 。学 には と の り 学 にフ シリテーションを て ま 。

のイ ントで 「し り 」を な の活動の には の か ま 。 
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タッフ」と名 るより 大学を共に創 て 「共創」と の わし と

「大学共創 員会・ 」と 名 で活動 る とになりまし 。 

 に名 を よ かと ま てから 後に るまでに 年かか

りま 。 に「大学共創」にし の 大学 の期 に のメン ー 京

都 のフ ミレスに ら から ま て し て ろ と で りまし 。

か ら まで し な て し 名 で 。 に 京

大は京都の大学なので の かなと て「 」にしまし 。京 大の「 」に

かか て ま 。 

 

 代代表の を て 名 に大 ら て る と よ 分かりまし 。 

 

 に ろ ろ て ので 。林 の の に と て ま

な の の特 の をお しま 。 

 

 

 の特 の として やはり学生 ら ま 。 の フォー を開

し ときには の な をして発表し ので の で て ら し るのは

教職員の と でし 。 の学生は に わりを て て 教職員の から

アド イス ので は として てお て 分 で て活動を 開

して ま 。 

 

 を て ま 。 （ ）レンジャーは と して ま 。 

 

 らに の特 には イン の高 ら ま 。「 共創 ータブック」は

て で ており 大 スキル 高 と ま 。 

 

 て「共創 ータブック」を ときは 学生 のレ ルの高 に りし

ので のよ なスキルは に のでし か。 

 

 には先 と にや て に ま 。 の 分で るよ になり

なからアド イスを ら な ら 分で や てやろ と から ま

な て のではな かと て ま 。 

 して 分 の高 ら ま 。「共創 ータブック」に て る「共創シート」と

アン ートはイ ント とに取 ており を に とし 分 して表に しま 。

から 「高等教育フォー 」で 分 の活動に る論文を な ま まな分

を て ま 。 

 

 イ ントの企画から振り り て まと てと イクルを して ると

とで 。 

 して 活動 る では 京 大の か な と ま 。わ わ の大学は

文 学部 のキャン スに ま て ま 。で から をか ると に な

メン ー ま てきま 。 かイ ントを ときに 参 者 まりや と 特

りま 。学 には と の り 学 にフ シリテーションを て ま 。

のイ ントで 「し り 」を な の活動の には の か ま 。 

大学共創フォー  

学生  

 際に活動して では 教育支援の と に を取 て ま 。 

 

研究 （ ）  大学から「学生 生き生きし

て ま 。 は職員 て るのではな で か」と わ ま 。「 らかと と

職員 学生に振り て るので よ」と る と りま 。 

 

研究 （ ）  な京都 業大学の な

学生 で は京 大の学生と職員の な て るから な とになる

のでし か。 の を まな とには に の を して ら な と

ま ので ひ の を で 。 

 

 では まし か。 年 に を卒業 る 期生メン ーに て を で

ま 。 

 「 の を して京都 業大学を卒業 る 卒業お でと ま 。

の は 卒業して から社会 立 のお の と 京都 業大学で

な 年 の で の活動に して と の の を て して

年 の学生 ミットの分科会で （       

 教育支援研究開発センターの ）の職員に てて て

の 信を て て ま 。 なる に きま 。 

 年 の に 異動してきて に の 事 学生 スタッフ

の でし 。学生 代は 授業では や ら単位を ら るか しか て なか

にと て 授業を に して と 学生 と と ろで に を

て る学生な て るのかと 分 な ら ー ージで告知を まし 。 ると

告知を て な て の 林 と し ての 会は て

な 。 に にスタン イして て のセンタ

ー 先生 の ミ生に を て の 会に ま わ と わ るを

得な で の 会 ク として て ミ生の の

でし 。 のときは に 名の学生 て て とを て ま 。 

 に て 学生を ま と かに に て まし 。参 学生に し

会 カード と し 用 は はメン ー カードを て ので 。授業の

表と で り の にかメン ーに の の に に ま

る ・ ると まるで 法のよ な学生 でし 。 のときに に

わ な 。 のときは に学生 に ので 。で の後は

大学 でおら る学生 には しま でし 。 

 ま メン ーと スタッフ 学生 に る や知識は

ロの からのスタートでし 。立命 大学や 門学院大学 京都文教大学にお にな

て とにか 大学と をして 京都 業大学では な活動をして かと に

論しまし 。 は 年 で学 から 価して る にな

は に ると て ま 。 知らな ので教 て と な で

大学に で は なのに るときには な の大学に な 。

らより とをや てやる と にな て まし よ 。

動 にな て 京 共創 プロジェクトやマイ ル・ ン ルのイ ントと ま

で 学にはなか 学学生企画による 教員・職員・学生 語り な と機会の提
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ま にな の と ま 。 

 ま 学 では特に りを発 して まし 。 の ミットでは

者会 プレ ンで参 者を にし 「 」では 会の学生や の

教職員の を で て て のは 部 や 。 の フォー では

名 の教職員の で と （ ）レンジャー で 学生 の を に

る。 して 分 で 分 のプロ ーション を り 大学に りま て 分

を り 。 

 で て る かりではな し は ータブック や「高等教育フォー

」な の から学会発表で文 ・ ータ して 共 ・発信 る。 して

学生 スタッフの に し し 分科会を企画・運営して る。 のイ ント屋では

な と ろ き と 価して て るの の と ろ と て ま 。ま

に大学 して る型 りな を 京 大は は をやらかして るの ろ と

期 と をして る にな て きまし 。 

 「京 の学生 に る のはな で か」「 し は で か」と学 の

からよ か ま 。 て に らし に で 「職員 で学生を

て るのではな の 」と わ る と し し りま 。で からし ら

学生から「 をやり から をや てお て し 」と職員の き わ 会

の では職員の 論を して の にか学生に を ら て る。「 職員

や」と 国の大学に か て大 で 分で 。 

 から まで語り な ろ ろな と まで

に し のは 卒業生の なの のおか と て ま 。 で に

て メッセージを まし 。 の後 メン ーにな 期 動機 ら ら の

るし し 表 な なと ア な とを に マジメな

とを し と の活動 の に しな ら活動でき とを に

し りに ま 。 

 な 卒業してしま のは し や て に てき 学生の社会

の 立 の を からお できるのは にと て の職業に てよか なと

る で りま 。 月から な生活をスタート るかと ま の活動

ア な とを に マジメな とを し を に て て 。 職

員 の 後の 活 を 援して ま 」。 

 

 か で 。山 の に る に て と ま 。 な

に の は ときに てしま て ら にな て よ で 。 

 

 職員の としか よ りま 。 わな てはと ま 。 

 

 職員と の わり わ て ると ので の は

ま か。 

 

 達で な は先生で な ので か な の でや

て ると ま 。動画を し は ま に の活動 にな て て レフ レン

スルー と ま 。 

 

 レフ レンスルー は 職員の事務 と に ミーティン に で
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ま にな の と ま 。 

 ま 学 では特に りを発 して まし 。 の ミットでは

者会 プレ ンで参 者を にし 「 」では 会の学生や の

教職員の を で て て のは 部 や 。 の フォー では

名 の教職員の で と （ ）レンジャー で 学生 の を に

る。 して 分 で 分 のプロ ーション を り 大学に りま て 分

を り 。 

 で て る かりではな し は ータブック や「高等教育フォー

」な の から学会発表で文 ・ ータ して 共 ・発信 る。 して

学生 スタッフの に し し 分科会を企画・運営して る。 のイ ント屋では

な と ろ き と 価して て るの の と ろ と て ま 。ま

に大学 して る型 りな を 京 大は は をやらかして るの ろ と

期 と をして る にな て きまし 。 

 「京 の学生 に る のはな で か」「 し は で か」と学 の

からよ か ま 。 て に らし に で 「職員 で学生を

て るのではな の 」と わ る と し し りま 。で からし ら

学生から「 をやり から をや てお て し 」と職員の き わ 会

の では職員の 論を して の にか学生に を ら て る。「 職員

や」と 国の大学に か て大 で 分で 。 

 から まで語り な ろ ろな と まで

に し のは 卒業生の なの のおか と て ま 。 で に

て メッセージを まし 。 の後 メン ーにな 期 動機 ら ら の

るし し 表 な なと ア な とを に マジメな

とを し と の活動 の に しな ら活動でき とを に

し りに ま 。 

 な 卒業してしま のは し や て に てき 学生の社会

の 立 の を からお できるのは にと て の職業に てよか なと

る で りま 。 月から な生活をスタート るかと ま の活動

ア な とを に マジメな とを し を に て て 。 職

員 の 後の 活 を 援して ま 」。 

 

 か で 。山 の に る に て と ま 。 な

に の は ときに てしま て ら にな て よ で 。 

 

 職員の としか よ りま 。 わな てはと ま 。 

 

 職員と の わり わ て ると ので の は

ま か。 

 

 達で な は先生で な ので か な の でや

て ると ま 。動画を し は ま に の活動 にな て て レフ レン

スルー と ま 。 

 

 レフ レンスルー は 職員の事務 と に ミーティン に で

大学共創フォー  

参 して と でき 活発に に に語り て ま 。 

 

 

 会な で し 語り て と に る と よ

りま 。 の で まで な活動をしてき のか をお し

ま 。 

 

 

 では の活動に て に しま 。やはり の活動の で 特

なのは 「 京 共創 プロジェクト」で 。 のプロジェクトは にわ

て して ま 。 大きな特 は 学生と教員・職員 まる な とな て る

とで 。 は学 のイ ントの で な で 。 

 のプロジェクトは のテーマで ループ ィスカッションとな ており 学生と

教員と職員を ン に て のテーブルに を て ま 。 で のテー

マに て ループ ィスカッションをして ま 。 は 学生・教員・職員の 者 お

の立 を て る を提 る ととな て ま 。 

 タイトルは 「 京都 業大学を 創 て か 」 「 京都 業大学を 創 て

か 」 「 ら 創る な 」とな て ま 。 に で京都 業大学を

創 て かと りし を ループ ィスカッションで まし 。 に で

テーマを し でより し しまし 。 し は お りし 「 ータブック 」

に て りま し 「 ータブック 」は京 大の ー ージから ンロード る と

できま 。 

 の参 者 は 年 て ま 。 の で 職員 は と ので

のときは ので 教育支援の職員に動員を て て

を まし 。 の後は 分 でや て で で と 職員 をキープ

してきまし 。 

 年 「共創 」に参 して動員を て ら 職員の る部 教員の研究 に

て を て ・紹介しまし 。ア なしで て ら と りまし 。学生に

を り スターで しまし 。教員に しては 授業の わりに を て の授

業の で て し とお し し と りま 。 の は で

るのに して 年 に の で き になりな ら て まし 。

共創プロジェクト の参 てきて るので の大学の での名 透

してきて るのではな かと ま 。 

 「共創 」と「共創 」では 「京都 業大学にと て 教 とは 」と テーマでイ

ントを まし 。 は のとき にな て ー ード大学のマイ ル・

ン ル教授の 型授業に てのイ ントで 参 る と できまし 。 

 らに 「共創 ータブック 」の共創シートのアン ートの 部に「イ ント での共

」と りま 。「 を通して し 」と と 参 者 士の に

る り て を取 て て 参 者の満 高 に

わ て と ま 。 らのイ ントを通して 先 の参 アン ート か

ら ると の ・ 高ま て て 学 で大学共創 し 広ま て るのでは

な かと まし 。 

 学 での大学共創から広ま てき として ロー ル・ イ ンス・セミナー 学

研修会を まし 。大学の ロー ル 育 進事業の として ロー ル・
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イ ンス・ ース りま 。「共創プロジェクト 」に参 して 教員の から「 ひ の

プロジェクトの かりになるよ なイ ントをして し 」と を て ロー

ル・ イ ンス・セミナーを まし 。 で ま 学生・教員・職員を ロー ル

に て て るのか ループ ーク等を通して を る と できまし 。

のよ に は大学の教育プロ を て 程で 活 して ま 。 

 の 学 研修会は の「 学生支援 進 か」（京都 業大学の学生を

に 学生支援の を 活動を て る学生 ）と して ので 。

なら 「 学 研修会」は教職員 で開 と ので 学生 スタッフ と

かの と に「 ニ ー ル イン とは」と テーマで 教職員・学生を

とし 研修会を まし 。 

 して までのイ ントの 大 として 年 月に「学生 ミット ―

な キ ク ―」を まし 。 国の学生 スタッフを京都 業大学に 活動紹介

学生 の からに て る ンテン を り イ ントで 。参 者 は

大の 名とな ており 大学の学生を き での大学共創になり 年 にしては

大きな と まし 。 

 

 は ろ ろな とをや てきまし 。 からは しま か。 

 

後  

 後の として 学生 の活動は ま テーマ し よ 分からな と

と ま 。で から 活動 に るよ に「ア な とを に マジメな

とを し 」 学生 と し テーマに して し や て るかによ て

後 学生 の や大学共創 広ま て か わ て るのではな かと まし

。 

 

 代表 ま てま  

 では 大学共創の に て まで 名の のよ に て

るのか 後に 紹介しま 。 

 

大学  

課  にと ての大学共創の とは 教職学 で 。現 教職 に

ており の大学で 取り組 で ま 。しかし 大学共創となると 大学の は かと

ときには は学生 と て ま 。で から 学生の と取り て

を進 て き と て ま ので 教職 ではな 教職学 と て ま 。 

 の取組によ て学生 し の 大学 して と とをイメージ

して ま 。 には 学生 大学の を る に わ て 学生の を

るよ な でき と て ま 。 

 

 は「大学と の ろ」と きまし 。 にと て大学は までの

学 教育と大き なので 。 を学 きか ま て な て 先生は研究をして

るわ で 教 る のトレーニン を ではな は大学教育の と

ま 。「 先端 」と て る 分 大 きな とに

を か て のよ に語 て る り で「 の な」と

の を きに るの と ろ と ま 。 



提 「学生 スタッフ  大学共創の の 」 

イ ンス・ ース りま 。「共創プロジェクト 」に参 して 教員の から「 ひ の

プロジェクトの かりになるよ なイ ントをして し 」と を て ロー

ル・ イ ンス・セミナーを まし 。 で ま 学生・教員・職員を ロー ル

に て て るのか ループ ーク等を通して を る と できまし 。

のよ に は大学の教育プロ を て 程で 活 して ま 。 

 の 学 研修会は の「 学生支援 進 か」（京都 業大学の学生を

に 学生支援の を 活動を て る学生 ）と して ので 。

なら 「 学 研修会」は教職員 で開 と ので 学生 スタッフ と

かの と に「 ニ ー ル イン とは」と テーマで 教職員・学生を

とし 研修会を まし 。 

 して までのイ ントの 大 として 年 月に「学生 ミット ―

な キ ク ―」を まし 。 国の学生 スタッフを京都 業大学に 活動紹介

学生 の からに て る ンテン を り イ ントで 。参 者 は

大の 名とな ており 大学の学生を き での大学共創になり 年 にしては

大きな と まし 。 

 

 は ろ ろな とをや てきまし 。 からは しま か。 

 

後  

 後の として 学生 の活動は ま テーマ し よ 分からな と

と ま 。で から 活動 に るよ に「ア な とを に マジメな

とを し 」 学生 と し テーマに して し や て るかによ て

後 学生 の や大学共創 広ま て か わ て るのではな かと まし

。 

 

 代表 ま てま  

 では 大学共創の に て まで 名の のよ に て

るのか 後に 紹介しま 。 

 

大学  

課  にと ての大学共創の とは 教職学 で 。現 教職 に

ており の大学で 取り組 で ま 。しかし 大学共創となると 大学の は かと

ときには は学生 と て ま 。で から 学生の と取り て

を進 て き と て ま ので 教職 ではな 教職学 と て ま 。 

 の取組によ て学生 し の 大学 して と とをイメージ

して ま 。 には 学生 大学の を る に わ て 学生の を

るよ な でき と て ま 。 

 

 は「大学と の ろ」と きまし 。 にと て大学は までの

学 教育と大き なので 。 を学 きか ま て な て 先生は研究をして

るわ で 教 る のトレーニン を ではな は大学教育の と

ま 。「 先端 」と て る 分 大 きな とに

を か て のよ に語 て る り で「 の な」と

の を きに るの と ろ と ま 。 
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 で り から ろ ろな ま てきて で で ると ろ

に て るよ な で の活動を通 て ま てきて と

なるよ な わ わ るよ な な て して 大学の の

にまで て て ら し て 大学のよ な で

し のではな かと ので や てきま よ にと りな ら 事をし

よ と ま 。 

 

 は「共創の 広 京 大は わる」と きまし 。 沢 の を て

ろ ろな ま て るのは 「 京 共創 プロジェクト」の り な

わ て る取組の で ろ ろな機会を る と できて ると ま 。 

 ろは 学科の学生や教員としか しな 京 は 学部 キャン スに

り な か まで な り なか ひ な とをき か に ま てき

て 分にと て し 発 り な と ろ るのかと きの

るのではな かと ま 。 と広 て の大学

と に わるのではな か 大きな とな て わ て て し と 期

を て の にしまし 。 

 

 後に「大学共創の に て」と を ら ので イ

ントは ると ま 。 

 ま 「 に」。 は を か り 参 しな な と とではな

参 し に大学共創の に参 して る きで を し と

で 。 

 から 「 で 」。 ら で の大学に て のではな 教員・職員・

学生 で 大学に て語り るの 大学共創の の と ま 。 

 して 「 で に」を し と ま 。 ら 「 京 共創 プロジェクト」

な りの大学共創のイ ントを まで か開 してき ので やはり

と なかなか の にス ジ ール わな て ら な まし 。で

から 立 ときに ら と るス ースで大学に て に語り るよ な

か ま て大学に て 語り て るよ な 大学 に ら と のでは

な かと ま 。 ろ 通しての大きなイ ントを開 るの と て る

ので にプ スして に ま て を る 大学共創 大学に

て る るので 後できて と進 のではな かと ま 。 

 後 大事 と ので 「 し 」で 。 まらな 大学共創はやらな て

と ま 。教員 職員 学生 大学共創を し でや て ら な し

とで大学 と な て き て と ま 。 

 

 ろ ろな大学共創の か

て まし は て

ま か。 

 「学生・教員・職員 より

より 」で 。 で 学生

活動 大学共創 わ て に

して 活動 進 できて ると

ので やはりま 学生と教員・職
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 で り から ろ ろな ま てきて で で ると ろ

に て るよ な で の活動を通 て ま てきて と

なるよ な わ わ るよ な な て して 大学の の

にまで て て ら し て 大学のよ な で

し のではな かと ので や てきま よ にと りな ら 事をし

よ と ま 。 

 

 は「共創の 広 京 大は わる」と きまし 。 沢 の を て

ろ ろな ま て るのは 「 京 共創 プロジェクト」の り な

わ て る取組の で ろ ろな機会を る と できて ると ま 。 

 ろは 学科の学生や教員としか しな 京 は 学部 キャン スに

り な か まで な り なか ひ な とをき か に ま てき

て 分にと て し 発 り な と ろ るのかと きの

るのではな かと ま 。 と広 て の大学

と に わるのではな か 大きな とな て わ て て し と 期

を て の にしまし 。 

 

 後に「大学共創の に て」と を ら ので イ

ントは ると ま 。 

 ま 「 に」。 は を か り 参 しな な と とではな

参 し に大学共創の に参 して る きで を し と

で 。 

 から 「 で 」。 ら で の大学に て のではな 教員・職員・

学生 で 大学に て語り るの 大学共創の の と ま 。 

 して 「 で に」を し と ま 。 ら 「 京 共創 プロジェクト」

な りの大学共創のイ ントを まで か開 してき ので やはり

と なかなか の にス ジ ール わな て ら な まし 。で

から 立 ときに ら と るス ースで大学に て に語り るよ な

か ま て大学に て 語り て るよ な 大学 に ら と のでは

な かと ま 。 ろ 通しての大きなイ ントを開 るの と て る

ので にプ スして に ま て を る 大学共創 大学に

て る るので 後できて と進 のではな かと ま 。 

 後 大事 と ので 「 し 」で 。 まらな 大学共創はやらな て

と ま 。教員 職員 学生 大学共創を し でや て ら な し

とで大学 と な て き て と ま 。 

 

 ろ ろな大学共創の か

て まし は て

ま か。 

 「学生・教員・職員 より

より 」で 。 で 学生

活動 大学共創 わ て に

して 活動 進 できて ると

ので やはりま 学生と教員・職



提 「学生 スタッフ  大学共創の の 」 

員に るのではな かと て ま 。で から 先 代表の林 て

よ に に 会 開か て 学生と教員と職員 より 大学の とに て

ろの大学に る と 授業に る とな を して 大学 より に進

で のではな か には ら な 大学共創の る のではな

かと まし 。 

 林 て まし には 大学共創は し なか ら な

と て ま 。 

 

 口で のは 単なので 際にやるとなると し となのではな かと

ま 。で の し とに て取り組 とに価 るのではな かと て ま

。 から に ろ 。 

 

 り と まし （ ）。 

 

 京 大での取組を な ら紹介して きまし 。 らし

提 を り と まし 。 後の大学共創の に ての は 用に

て ので か。 

 

 で 。事 に のフォー のテーマを て まし ので。 

 

 り と まし 。 に て か て て の

大学共創 と て分かりまし 。 の 京 大の取組でお きになら て る と

るかと ま 。 は らかと と職員 なのではな かと て ので

を開 ると学生 で 職員の 論 ひ り ると し りまし 。 

 の後 ループ ークで 大学共創と のや の に て て わ で

の として 京 大の取組を通して大学共創を るフ ーストステップにな ので

はな かと ま 。 ま に 大な をお しま 。 り と まし

（ ）。 

  



提 「学生 スタッフ  大学共創の の 」 

員に るのではな かと て ま 。で から 先 代表の林 て

よ に に 会 開か て 学生と教員と職員 より 大学の とに て

ろの大学に る と 授業に る とな を して 大学 より に進

で のではな か には ら な 大学共創の る のではな

かと まし 。 

 林 て まし には 大学共創は し なか ら な

と て ま 。 

 

 口で のは 単なので 際にやるとなると し となのではな かと

ま 。で の し とに て取り組 とに価 るのではな かと て ま

。 から に ろ 。 

 

 り と まし （ ）。 

 

 京 大での取組を な ら紹介して きまし 。 らし

提 を り と まし 。 後の大学共創の に ての は 用に

て ので か。 

 

 で 。事 に のフォー のテーマを て まし ので。 

 

 り と まし 。 に て か て て の

大学共創 と て分かりまし 。 の 京 大の取組でお きになら て る と

るかと ま 。 は らかと と職員 なのではな かと て ので

を開 ると学生 で 職員の 論 ひ り ると し りまし 。 

 の後 ループ ークで 大学共創と のや の に て て わ で

の として 京 大の取組を通して大学共創を るフ ーストステップにな ので

はな かと ま 。 ま に 大な をお しま 。 り と まし

（ ）。 
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 京都 業大学のお を て のまま ループ ークに て るよ な

かと ので から に ループ ークの ードに て きま ので

フォー の を して て と 後のア トプットに な て と

とで ま て きま 。 

 京 大の で て まし 大学の組織や の大学運営やキャン ス イフは 教員

と職員と学生で る ので 。 年 の大学共創プロジェクトの で わ わ

は 識を に して ると ろで の で 大学の と に 大学に

お る共創とは なのかを参 者 なで し な

イメージや 後の に て共 し と の

の で 。 

 わ わ 大学共創プロジェクトとして の 年 や て

きまし 北陸の大学 としての大学共創の を参

にまと て りま 。 の 後に て る「大学共創

」と のは かを し ろ と て

わ わ で を まし 。 ろ ろ活動して で

し して よ と て ま 。わ わ 進

てき ンセプトは 大学 の で り の大学

と や て きまし と とで り は教員

と職員の でし やはり学生に参 して ら と

大事で り 教員と職員と学生で大学の とを て

として ま 。 

 京 大の 沢 から 地域に て と りまし で 。

大学共創の活動をして とを通して の活動 地域に ロー ル と な て

とを て ま 。 

 で は活発に し 論し と とで ンド では よ 大

学と地域で取り ら て る「 ールドカフェ」の 法を用 て「大学共創」の を

のイメージを共 しま 。 ールドカフェでは アイ ア 発 はしま

なかなか きま ので 後は しまと て きま 。 の での ループの 知を

して とを に ループ ーク では「 」と のを て きま

。共創の での と発表を通して し き から の の ネル ー

にな と ま 。 単で の リ ンテーションとして しまし 。 

 

   



ループ ーク 

 から ールドカフェに て きま 。わ わ 大学共創プロジェクトのメン ーで

月から山口大学の大学教育センターの教員に し 河島 に進 を トンタッ し

と ま 。 

河島 から ールドカフェの をしま 。よろし お しま 。 から ループ

ークを るに り し の と を らか アイスブレークをして き

と ま 。お を な ら お を な ら を て て からの

を に進 て て き と ま 。 

 では ループ ークに て き と ま 。事 にお りして る「 紹介

シート」に 名 ニックネー 大学 参 動機 の を て して

分程 で 紹介をして き と ま 。 

 

河島 「 紹介シート」の まし ら 紹介を て 。よろし お

しま 。 

 

 

 

河島 ループでの 紹介は大 わりまし か。 ループのメン ーは から共

創して での大 な で ので ひ と名 とニックネー を て ニックネー

で な ら を して て き と ま 。 

 では ールドカフェの の に て き と ま 。ま テーブルの の

を して 。 して ンを り て き とを

にメ して 。 て な て 構で 。 き な て 構で 。

き な メ の から を て て 。「大学共創の 」と

に大き て メン ー から

て きま 。 

 ールドカフェはアニータ・ブ ンと

イ ット・アイ ックによ て生

年 を通して開発 て

き ので 。学 の に 企業

の 開発で に わ て る 法

で 。 は ールドカフェを 際に

と る ら し

るので 後の 動 ス ー になると

ま 。 

 は「大学共創の 」と テーマで をしま 。後 りま 。

から まるの ンド で の後 をして ンド になりま 。 ンド の名

の 分 て る ループに 動して き と ま 。 か は

テーブル ストなので 動しま 。 の は のテーブルに きま 。 と

わ ま 大 にな て の国に き 国で のか の国で きて

るのかと を共 ・ し ま 。 の後に りま 。 ンド

は 分 ンド のテーブルに て ると になりま 。 

 ールドカフェを進 て に ては 法 りま ので ひ らを て

ールドカフェを し で き と ま 。ま は イアロ を し と



ループ ーク 

 から ールドカフェに て きま 。わ わ 大学共創プロジェクトのメン ーで
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と ま 。お を な ら お を な ら を て て からの

を に進 て て き と ま 。 
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シート」に 名 ニックネー 大学 参 動機 の を て して

分程 で 紹介をして き と ま 。 

 

河島 「 紹介シート」の まし ら 紹介を て 。よろし お

しま 。 

 

 

 

河島 ループでの 紹介は大 わりまし か。 ループのメン ーは から共

創して での大 な で ので ひ と名 とニックネー を て ニックネー
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 では ールドカフェの の に て き と ま 。ま テーブルの の

を して 。 して ンを り て き とを

にメ して 。 て な て 構で 。 き な て 構で 。

き な メ の から を て て 。「大学共創の 」と

に大き て メン ー から

て きま 。 

 ールドカフェはアニータ・ブ ンと

イ ット・アイ ックによ て生

年 を通して開発 て

き ので 。学 の に 企業

の 開発で に わ て る 法

で 。 は ールドカフェを 際に

と る ら し

るので 後の 動 ス ー になると

ま 。 

 は「大学共創の 」と テーマで をしま 。後 りま 。

から まるの ンド で の後 をして ンド になりま 。 ンド の名

の 分 て る ループに 動して き と ま 。 か は

テーブル ストなので 動しま 。 の は のテーブルに きま 。 と

わ ま 大 にな て の国に き 国で のか の国で きて

るのかと を共 ・ し ま 。 の後に りま 。 ンド

は 分 ンド のテーブルに て ると になりま 。 

 ールドカフェを進 て に ては 法 りま ので ひ らを て

ールドカフェを し で き と ま 。ま は イアロ を し と

大学共創フォー  

とで 。 にまと り メン ーの を し り る は りま 。 を通し

て ままの とを て きま 。 して の の での き とを

に て きま 。 は で 。 を て て 文 を て て

構で 。メン ーの をよ て 分 の を て て き と ま

。 して をしな と。 後に に でしま かと ま は

まで 「大学共創」 テーマで ので にフォーカスして をして て き

と ま 。 に とを 際には や の に て

て と ま 。 

 にお し と りま 。 を ら ま して

を て 。 分 で ンドを しま 「 分 まし 」と の を

るよ な とは の からは しま 。 の代わり を て の を ら

て ると ま ので は を て の に を て で

ンドを に進 て きま 。 

 では で の に「大学共創の 」と て 。 

 

河島 ま は ンド 「テーマを

よ 」で 。「 大学共創 て ろ

な の やイメージを して よ 」

と とで の からは特に しま

。大学共創と を て ま

のお の ま の

で ま ま りまし の

を て 分の で大学共創とは なの

かを に イメージを共 して ら

ま て て 。では ンド

を ま 。 

 

 

 

河島 に ンド に りま 。お の名 を して ンド の ループに

て 。 ループで を の ループに て の ループで し

わ を 分の ループに て 業の になりま 。 

 では 動をお しま 。 

 テーブル スト は 国の大 を して 。 ンド のテーマは「

を広 よ 」で 。 よ なテーマで にはならな のではな かと

ま 。 ンド の を ま て なメン ーで大学共創とは ろ と とで

な のメン ーの を て 生 は イメージな を共 しな ら の

ンドに て きま 。 

 

 

 

河島 では ンド に りま 。 ンド では ループに りま ので に



ループ ーク 

ならな よ に の ループにお り 。 

 の後 にまと て きま ので 大学共創の に て で をして

て 「 きや発 をまと よ 」と テーマを て て き と ま 。

で京 大の のメン ーの 大学共創の に て語 て まし のお な

参 に までの ールドカフェの 参 にし 大学共創の に て

して て 。では ンド をスタートしま 。 

 

 

 

河島 ま ま し りな とお と ま までで ールドカフェを

わりま 。 ループ ークをして きま ので の で を通して大学共創

に て て 大学共創の に て にして て 。 

 からの は振り りをして きま 。 分の で 構で ので ン

ド を通して得 の とを ま 振り て 。 の京 大のお な

振り りな ら 大学共創に て の に て る を の し

と ま 。では の し振り りの で 。  



ループ ーク 

ならな よ に の ループにお り 。 

 の後 にまと て きま ので 大学共創の に て で をして

て 「 きや発 をまと よ 」と テーマを て て き と ま 。

で京 大の のメン ーの 大学共創の に て語 て まし のお な

参 に までの ールドカフェの 参 にし 大学共創の に て

して て 。では ンド をスタートしま 。 

 

 

 

河島 ま ま し りな とお と ま までで ールドカフェを

わりま 。 ループ ークをして きま ので の で を通して大学共創

に て て 大学共創の に て にして て 。 

 からの は振り りをして きま 。 分の で 構で ので ン

ド を通して得 の とを ま 振り て 。 の京 大のお な

振り りな ら 大学共創に て の に て る を の し

と ま 。では の し振り りの で 。  

大学共創フォー  

 

 

 

 

 

 

 

 

河島 ループ ーク では りをしま 。 りとは か の

に るのかを しま 。 まで京 大のお を て ま ールドカフェを通して

ま まな や き 発 てき と ま 。 の とし ろとして

りを 総 のアクション と て きま 。 

 テーブルに か て る の 地を して て の りに

て き と ま 。 ールドカフェで 用し に か て る のメ

アイ アを て を ひ参 にしな ら 事をまと て て 。 

 

 ンドまでに し とを リセット るのではな ールドカフェ

の な ら アイ アを生かして ろ ろ して 。 

 の は 用 して りま アイ ア まとま て な と きなり

て のは大 と ま 。 ストイットにアイ アを き して まと てから

とか シャープ ンシルで きを る 法 ると ま 。 

  

河島 林先生 り と まし 。 ンプルを参 に を して 。

し 「 。 。 の アイ ア 。 き にや 。 か

か 」と のでは りま 。 に発 できるよ に ひ に を な ら

りをして き と ま 。 をお しま 。 

 に りまし まで の で ので 「 年に 京では リン ッ

ク ・・・」と よ に に て て 。 年後 年後 年後 る

は 年後で ので に大学共創では のか に 事

を の で 。 は 分 を して ま 。 に て きま

よ お しま 。では りをスタートしま 。 
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河島 では ループの発表を ま 。 分で発表して 。

とを ン イントで に て き と ま 。 ループ 「 。

ろ 。 の ループ なの 」と で の に るプレ ンテーションを

して 。 の で に か きな の 事 ト ックス

に で して きま 。 して 後に ループ に発表 ると

になりま 。 分の ループには を の ループに を ま 。 ての発

表を てから しま 。よろし でし か。 

 では ループ から発表をお しま 。 

 

国 「 」 年の 事に て しま 。ま 「 の取り し ま

る」と とで か て ルリンの と 高 と わ て 大学の の

取り し ま 。教員・職員・学生・ る とな 。 

 大学学 のインタ ーで 。 

 

大学学 のメ ネで 。 の取り し ま とで まで ら ら

学生・職員・教員・ と にな なりま 。 により な大学の

学 の や教 る を提 る とに な ると わ ま 。 

 

に ニ ーシティ イセンスの発 を開 しまし 。 で で

きな大学に き 学 教 る と できる イセンスの発 まりまし 。 により

ての に学 広 る ととなりまし 。 

 リーマン のインタ ーで 。 

 

リーマンで 。 イセンス発 のおか で 大学卒業後 して

できるよ になりまし 。ま までは教わる ので イセンスのおか で

分 学 な ら先生 にな て教 る と できるよ になり に し を

て ま 。 

 

り と まし 。 後に広告で 。「 」にアク

セスして て ひ ニ ーシティ イセンスを取得して 。 よろし お

しま 。 で （ ）。 

 

河島 り と まし 。 イセンス はなかなか と ま 。 

 分は と で ので の を に て き と ま 。では

ループ よろし お しま 。 

 

る の で 。 は の に で り して なか り

と は に て しか ら は お とお は る

な な ので は ら から お客 る ら
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河島 では ループの発表を ま 。 分で発表して 。

とを ン イントで に て き と ま 。 ループ 「 。

ろ 。 の ループ なの 」と で の に るプレ ンテーションを

して 。 の で に か きな の 事 ト ックス

に で して きま 。 して 後に ループ に発表 ると

になりま 。 分の ループには を の ループに を ま 。 ての発

表を てから しま 。よろし でし か。 

 では ループ から発表をお しま 。 

 

国 「 」 年の 事に て しま 。ま 「 の取り し ま

る」と とで か て ルリンの と 高 と わ て 大学の の

取り し ま 。教員・職員・学生・ る とな 。 

 大学学 のインタ ーで 。 

 

大学学 のメ ネで 。 の取り し ま とで まで ら ら

学生・職員・教員・ と にな なりま 。 により な大学の

学 の や教 る を提 る とに な ると わ ま 。 

 

に ニ ーシティ イセンスの発 を開 しまし 。 で で

きな大学に き 学 教 る と できる イセンスの発 まりまし 。 により

ての に学 広 る ととなりまし 。 

 リーマン のインタ ーで 。 

 

リーマンで 。 イセンス発 のおか で 大学卒業後 して

できるよ になりまし 。ま までは教わる ので イセンスのおか で

分 学 な ら先生 にな て教 る と できるよ になり に し を

て ま 。 

 

り と まし 。 後に広告で 。「 」にアク

セスして て ひ ニ ーシティ イセンスを取得して 。 よろし お

しま 。 で （ ）。 

 

河島 り と まし 。 イセンス はなかなか と ま 。 

 分は と で ので の を に て き と ま 。では

ループ よろし お しま 。 

 

る の で 。 は の に で り して なか り

と は に て しか ら は お とお は る

な な ので は ら から お客 る ら

大学共創フォー  

か で 会 で に るよ な し になりまし 。 

 な のは での な の 事に ひ ら に参 し から

で 。 らに 型の を して 屋 の に ら よ にしまし 。 の

は を創り お を て や のやり とを な 支 に

に て を て と の の現 に るまでの イントで 。 

 と 学 で のお の職員・教員 なしに に をして

なので 。 な 学生 職員・教員 参 できるよ な大学にな

なと て に例 まし 。 で （ ）。 

 

河島 り と まし 。大学 でし か。 のよ な大学は と ま

大学 共創 大学 と まし 。 のよ に 学生と る は先

生と職員と に大学を創 て き と ま 。 らし 発表でし 。 

 では ループ の発表をお しま 。 

 

ループ は「お り 」と 名 で 。お りと 大学と地域を な

大事な のと とで を し て「お り」と キー ードをタイトルに

まし 。 

 しは「知の ースー 」で 。知の ースー とは 学生を ら

ら か るスー で 。大学共創プロ で開発 て 論 て 学生 地域や職員

な の と わる で との を通 て ま まな知識を学 で ろ ろ

な と わる で して の 学生 ら ら て の 知の

ースー で 。 

 から 進 で で 社会は の を て ま 。大学 生 し

のの で 大事な は と ので 。大学に てき 大学から る

ときに 社会に できる にな て るか か。 を大事にして 学生を ら ら

るスー として知の ースー 開発 て の ら ら る学生 生し と

とで 。 で （ ）。 

 

河島 り と ま 。知の ースー と 文 を て ときショッキン

ので なる とで か。 ら らして るの な

と ま 。なかなか アイ ア と ま 。 

 では ループに 後の発表をお しま 。 

 

まりまし 。

。 の は「北 」

し で 。 し「 学際

キャン スを 」。 によりま と

金沢 にキャン スを構 る きと

きと大学 金沢 の から 林 を

て まで しの を 部

文 を開 ると とで 。

の大学 の で ブロ の

地に きときと大金沢キャン ス

を 部にして わ ま 。 
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 の は ートとのタイアップで 。 の て ・ 林 の大

とタイアップして 学生 際に り に て 事をしま 。で 通の 事では りま

。 は文 で から か を しま る るは 。 の 期 し

て ま 。文 をお し に。 り と まし （ ）。 

 

河島 かなり し で 大 か と ま 。 

 では ループ に発表して で に のお に

り と プレ ンテーションを ま して して 。 から に

き と ま 。 の論 で ま てしま ので 分の ループには ては ま

。 まで に の 分の のお に りの のに に をお 。 

 

 

 

 

 では ループの発表を ま 。お しま 。 

 

ループの は「 のタ キ 」で 。例の からインス レーションを

て の名 にしまし 。「広 りを る大学共創の 」と し 立 と の

で の ではフレンドリー で 例 教員には し イメージ りま

を に教員の とをタ キ学 と な ニックネー で よ な

取組を と ま 。 

 「域学 の 」と のは 学生・教職員の を て や の との 事業

を と と ま 。 して 学 はま なと なると ろから まるの

で 会を して なる とから まし 。 

 大学の 京 まりまし 。お でと ま 。 名 る とにな

りまし 。 は金・ ・ の総取り と とで 。 り と まし （ ）。 

 

 り と まし 。 ろ ろな取組 て か で 。 

 は ループで 。よろし お しま 。 

 

で 「ア ブの 」を でし か。 分 の の 名

は「キャン スの 」で 。 わ では りま ら と から

ると とで 。 

 

と ろ て か なので 学生や教員・職員 地域

に で ると 年後かには な になる。 取

わ の で し とで 。 

 学生には と で やる の る学生と わ 参 るよ な学生とやる

のな 学生 ま 。 と ろに て の 取 。 やら

のな 大学を共創して と 事で 。 り と ま （ ）。 

 

 り と まし 。 ループのキー ード な なると ので

し 。 
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 の は ートとのタイアップで 。 の て ・ 林 の大

とタイアップして 学生 際に り に て 事をしま 。で 通の 事では りま

。 は文 で から か を しま る るは 。 の 期 し

て ま 。文 をお し に。 り と まし （ ）。 

 

河島 かなり し で 大 か と ま 。 

 では ループ に発表して で に のお に

り と プレ ンテーションを ま して して 。 から に

き と ま 。 の論 で ま てしま ので 分の ループには ては ま

。 まで に の 分の のお に りの のに に をお 。 

 

 

 

 

 では ループの発表を ま 。お しま 。 

 

ループの は「 のタ キ 」で 。例の からインス レーションを

て の名 にしまし 。「広 りを る大学共創の 」と し 立 と の

で の ではフレンドリー で 例 教員には し イメージ りま

を に教員の とをタ キ学 と な ニックネー で よ な

取組を と ま 。 

 「域学 の 」と のは 学生・教職員の を て や の との 事業

を と と ま 。 して 学 はま なと なると ろから まるの

で 会を して なる とから まし 。 

 大学の 京 まりまし 。お でと ま 。 名 る とにな

りまし 。 は金・ ・ の総取り と とで 。 り と まし （ ）。 

 

 り と まし 。 ろ ろな取組 て か で 。 

 は ループで 。よろし お しま 。 

 

で 「ア ブの 」を でし か。 分 の の 名

は「キャン スの 」で 。 わ では りま ら と から

ると とで 。 

 

と ろ て か なので 学生や教員・職員 地域

に で ると 年後かには な になる。 取

わ の で し とで 。 

 学生には と で やる の る学生と わ 参 るよ な学生とやる

のな 学生 ま 。 と ろに て の 取 。 やら

のな 大学を共創して と 事で 。 り と ま （ ）。 

 

 り と まし 。 ループのキー ード な なると ので

し 。 

大学共創フォー  

 では ループ お しま 。 

 

年の と とにしまし 。 の となので き に な

にな て なと とを きまし 。ま の で 。 で学生 ミット 開

て 大学 参 して るので の で 大学に の活動をして る学生

て の 参 して ール で活動して ま 。 

 山では 山で 大き

ら る 山 ー ード・ ールで開 し

まし 。参 者は にわ り 学生

でな の や教職員 の

ら し と とで 。 

 には は学生の な ので

月 に の「 教 」を開

と ろ ら 参 しまし 。 

 から なので広告を まし 。

年の大学共創フォー の広告と

なと ら の大学 開 る とと 山大学のスイート・ティー・フード 年に

開か ると 広告を て しまし 。 

 

 り と まし 。 ろ ろな大学 の の 国 と でし 。 

 後に ループ お しま 。 

 

ー は「 」と を りまし 。生 （ ）教育（ ）

（ ）の 文 を取 学生 教育 を お と で 。 年と

大まかな年代にして のときに学生による教育カリキ を り を文科 や学

部や教育部と 部の に まと て るよ な にしよ と とで 。

学生・教員・職員 ではな 部の ひ る て共創して と で

部 て をして と とで 。学生 員で 員会で提案し して

部の に 表して よ と とで 。 

 教育カリキ を して て 共創メン ーに て る学生 教員 職員

代表や企業 や文科 のよ な 部の 価 ひ る て かを に て

と で 。 

 単に組織 て て 学生代表の部 て ろ ろな部を て 学生

では分からな ので とし アド イ ーとして教員や職員をひ る てや て

の の共創 と 論になりまし 。 で （ ）。 

 

 り と まし 。学生提案による教育のイ ーション ステーク

ル ーの に ると とで 。 
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 では ループの「 」の発表を 分でお しま 。 

 

年の 国 「 」を に で と ま 。ま 「 の取り

し まる」と しで 。か て ルリンの と 高 と わ てき

大学の の取り し ま 。教員・職員・学生 の る とな

。 大学学 のメ ネ のインタ ーで 。 

 

大学学 のメ ネで 。

の取り し ま とにより

まで 教員・職員・ ・学生

の の な な なりまし 。
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 ールドカフェ りは か でし でし か。 後のセッショ

ンに て き と ま 。特に で ールドカフェは 際に授業で

て ま 。 ろ ろな と にできま し ア トプットとして と スタイル

にとる と できま 。 を て の で大学共創の に て

て のではな かと ま 。 後に ループの発表 の共通

と ま 。ま での から 大学で ろ ろ て と ま 。 

 は「大学共創の 」と とで で し でき のではな かと

ま 。 から りと とで 後に て て ので に

を て て りまし 。 生 命取り組 で る と わ

てきまし 。よか と ま 。 には学生 でな わ わ 教職員 の

部おら ま 活動の で学 ると ま ので とを て

と ま 。 で 後は のリフレクションの になりま 。 

 は 立 年代を と に ると とをし わ で

の を通して大学共創を て て か きは でし か。 は 提 から

「大学共創」をテーマに と をしてきまし 。 の大 。 の ループで 大学共創

には るのかと 大学共創と のキー ードを通して ろ ろなアイ

ア と ま 。 して は らに 後 ら のではな かと

とを し まし 。 で かを して まし でし か。 

 ループ ークを通して 期 会の りま との共 ま ろ ろな

な りを て ら と ま 。 に て 「 紹介シート」の の

「アクションシート」を して ま でし か。ま フェルト ンで て

と ま 。 例としては に て 大学共創の に か てで か し

ま から は に取り組 か のよ にして き か は で

らのアクションと とで て ま でし か。 

 

 

 

 ろ ろなと ろでリフレクション 大事 と わ て ま 。 の

を後に る際に で は な き かを し かり に で

と に大事 と ま 。 

 生 命 て て き の ろ と ま 。アクションシー

トに の を ま て ろ ろな と ると ま からま

して きまし 。 

 では 後に 会の に りま 。大学 学会の 務 事で る 山大学の

学務部 より 会の を きま 。 
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 は お までし 。 後の は して て か分

からな に発表に して と ま の分 は て る

のではな かと て ま 。 

 のフォー は でし か。 の に 立 年代を を通 て

な き と て りま 分 で ろ ろ をして て 特に は

分 ら の参 者 学生 と とで 単に単位 し て大学に て るのではな

に学業に取り組 で る学生 る を て の を て に 発

まし 。 分は学務を して ま ので アクションシートに を て

とを きまし 。 ースー 開発しまし ので を て 分の大学の教学

に取り組 で き と て ま 。 

 から に ンフレットを て きまし 。大学 学会

と 組織 り の に 会員 か ま 。 と 知らな ら し るので

ンフレットを で て 興

ら まりで

し と るのかを りの会員に ひ

て て 興 る は 会

と助かりま 。 国 地で のよ

な まりを開 して ま 。 名 ら

の会員を 組織にな て ま ので

らの お でき と ま 。 

 わ わ 大学 学会 部・北陸地

区としては のフォー に と共

と で て て て

年 でお ま て き

まし 。 り と まし 。 

 は お までし 。 に る にな とと ま 。

イ ント に とを して に代 て きま 。 り

と まし （ ）。 

 

 

 部 り と まし 。 は ールドカフェ等 わ わ 大学共

創プロジェクトのメン ー しな ら をしてきまし ので ら の

を ら幸 で （ ）。 

 を まして「大学共創フォー 」を 了 て きま 。 は に大

の に ま て きまして り と まし 。 

閉会挨拶 
三谷 靖司（大学 学 北陸 研究  ）
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大学共創 ー ２０１４

オ ンテーシ ン

2014年12月13日（ ）13 00 17 00
金沢学生のま 市民

（スク ーン）

F

B

A

G

C

D ・

H
E

当日の流れ（全体）

• 開会 ・ １３ ００ １３ １０（１０ ）
• 題 １３ １０ １３ ０（４０ ）
• グループ ーク① １３ ０ １ ３０（１００ ）

• オ ンテーシ ン １３ ０ １４ １０（２０ 紹介１０ ）
• ン １ １４ １０ １４ ３０（２０ ）
• （１ ）
• ン ２ １４ ３１ １４ １（２０ ）
• （１ ）
• ン ３ １４ ２ １ １２（２０ ）
• り り １ １２ １ １ （ ）
• １ １ １ ３０（１３ ）

• グループ ーク② １ ３０ １ １０（４０ ）
• 新 （４０ ）

• 全 発 ・ １ １０ １ ０（４０ ）
• プ ントー ント１ １０ １ ３０（２０ ）
• 全 共 １ ３０ １ ０（２０ ）

• クロージング・ 会 １ ０ １ ００（１０ ）

教員・職員・学生によって形 される大学組織で
は、 員がつながりあいながら大学 ・ ャ
ン ス イ の日 が まれています。

年間の大学共創プロジェクトの を
通して、 めて、大学に る共創とは なのかに
ついて、参加 み なで し、 的なイ ージ
や今 の方向性について共 したいと います。
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グループ ーク ① では、「 ール カ ェ」の
を いた を通して、参加 が「大学共

創」の 解を め、そのイ ージを共 します。

グループ ーク ② では、大学共創の につい
て「 新 」へと さ てい ます。参加 全
員が「共に創る」ことの 義や「新しい 」を
感で るような になっています。

さあ、「共創の場」で新しい を感じ、 らの
ル ーに えよう。

グループ ーク①

「大学共創って う 」

紹介シート

名 （ニック ー ）

いまの 参加

シートを2 で しまし う

一 １ で 紹介を いまし う

（ さ ） 大学

く くっ 大学共創に感 を た

challenge
①みなさん一人１本ペンをお持ち下さい。

②気づきや感じたことをメモしてみよう！

 グループで、あるテー （ い）に関して、 え
を か り しながら し いをすることで、あた
かも参加 全員と し っているかのような

が られる し いの方 。

Juanita Brown とDavid Isaacs によって、1995年に

うみ されました。

ール カ ェとは

アニータ・ブ ン ィ ット・アイ ック

ール ・カ ェの れ

テーブル との し い
（ １ ン ）

テーブル との し い
（ ２ ン ）

テーブル との し い
（ ３ ン ）

え

え
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 イアログを し
論を にまとめる必要はありま 。その場に出てくる と、
間との を しみまし う。

 をよく く
す かりではなく、 の の によく を てみよう。

 定しないで、 める
議論の場ではありま 。 な 見を れ、それに く
くする を しみまし う。

テー に ーカスする
テー について をするよう が まし う。参加 全員がその
テー に ーカスすることで、より ル ーが高まります。

カ ェ・ ット

ったことを に いてく さい

や をで る く

に いた言 に関連性がある は

言 と言 を や で

の に かない

を しよう

の りは…
ン ①「テー を めよう 」

う
な イ を し

う！

う
な イ を し

う！

ン ②「考えを広げよう 」 ン 「 や発見をまとめよう 」

 のテーブルに ります。

 ン ①、 ン ②で られた発見や を
共 し、 し いを めます。

 その上で ン の についてみ なで
します。

を し
な
な をし

ま
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り り

World Café

全 の れイ ージ

・「 新 くり」
・全 発

・「Keynote Speech」
・「World Café」

・
・ 日へのアクシ ン

「大学共創の とは 」

グループ ーク②

• 「2020年、東 ではオ ン ックが開催されています

が、 大学では、大学共創のス ットが のよう

なかた になって しているかを新 の形式

でまとめてみまし う」

• ール カ ェで共 した らしいアイ アを、

的なイ ージとして共 しまし う。

• に く ことも大 ですが、みなさ に く
を することが 要です。

• さ ほ し った をす て するのではな
く ここがミ というポイントを ってく さい。

新 をつく う 新 の
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く ここがミ というポイントを ってく さい。
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5

全 セッシ ン

重要なポイントを

シェアしましょう！

ン １

4つのグループが集まり、2つの （グループA D、E H）
を ります。

それ れの に いて、 グループが した 新

について、2 、発 します。

に、 も いグループを にて 出してく さい。

ン ２

から 出された２つのグループについて、全 発

していた ます。

全 セッシ ンの れ

クロージング

りに

・ 場・年 を超えた を通して見えて た
新たな があったでし うか
大学共創の大 さとその 、 かを 感していた

たでし うか

グループ ークを通した 間との共
クシ ンシートに み 日への い

さあ、一 に み出してみまし う

THANK YOU

大学共創プロジェクト ー 一同
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大学共創の （ セ ）
大学間連携・教職協働から教員・職員・学生そして、地域とつながる大学共創へ

参考

ア ト イン

• 大学間連携の 化と教職協働

• 学生参 への

• 大学間、教員・職員・学生による大学共創

• 地域とつながる大学共創へ

2

大学間連携の 化と教職協働

1 大学間連携の 化と 化

• 2009年 ・2010年 の金沢大学と北陸先端科学技術大学院大学との協働に

よる D（ D 大学職員の職 開発） よ 、FD（F

D 大学教員の職 開発）の 。

2 教職協働の高 化

• 北陸地区国 大学による「大学組織 向上を 的としたプログ 開発」が

北陸地区国 大学学術 連携支援 に され、教職協働の高 化

がなされた。

学生参 への
アクシ ン サー のステップ

1 を し、いくつかの 題を発見する。

2 間や の の で解決で そうな
題を する。

題を する。

題 に 、その 題の解決 として
のアクシ ンプ ンを する。

アクシ ンプ ンを する。

した を する。

その に いて、 のアクシ ンプ ンを
する。

8 その 題を する 論的 ルを する。

題

• 教員と職員と で大学を する学生も
アクシ ン サー のプロジェクト ンバー
に加える ではないのか

• の進 とともに大学の 員

である学生の を取り 必要

性が になった。

大学間、教員・職員・学生による大学共創

• 2012年と201 年に北陸地区では、 となる教員・職員・学生による

大学教育について り う「場（大学共創 ー ）」を創出した。

• 大学共創 ー の ・ は教職学が い い、 ー

の 日参加 には、市議会議員や学 教員な の市民も参加して

いる。
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8

• 大学共創プロジェクトの取り組みは、

２０１４年東洋大学で開催された、全国の

大学から数百名の教員・職員・学生が集ま

る、「学生FDサミット」に参加し、北陸地区

の取り組みを全国に紹介した。

• 地域の大学同士がつながり、さらに地域と

つながる取り組みは、全国的にも先進的で、

類を見ない取り組みである。

• 大学間と教職間のつながりが、大学を超え

た教職学のつながりになり、そして、地域

にもそのつながりを広げている。

9

地域とつながる大学共創へ

10

教員と
職員が
共に
創る
大学

教員と
職員と
学生が
共に創る
大学

大学同士が
共に創る
大学

地域と大学
（教職学）が
創る大学

地域
（ローカル）
とつながる
大学

そして、

グローバル（世界）
とつながる大学

大学共創宣言

大学共創プロジェクト
金沢大学大学教育開発・支援センター

富山大学大学教育支援センター

福井大学高等教育推進センター

北陸先端科学技術大学院大学大学院教育イニシアティブセンター

11

大学（大学教育）は、知のオアシスであり、社会の羅針盤であってほしい。大学（大学教育）が秘めるポテ
ンシャルは計り知れず、そのポテンシャルを感じ取るには、教員・職員・学生（教職学）、さらに市民が一緒
になって議論する「共創の場」が必要ではないか。
我々、大学共創プロジェクトでは、共創の定義を以下のように規定したい。

① 教員・職員・学生が、協働という形式を超えて、大学今日を共に創り上げるということ。
② 大学間連携により、個々の組織文化を超えて、大学教育に関する共通的課題について考え、

課題解決や新たな方向性を見出していくこと。

２０１３年３月策定



 

 



















             
大学共創フォーラム２０１４ 

「みんなで大学共創について語ろう！」 
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 大学（大学教育）は、知の アシスで り、社会の

で て し 。大学（大学教育） る テンシャルは

り知 、 の テンシャルを 取るには、教員・職員・

学生（教職学）、 らには にな て 論 る「共

創の 」 ではな か。 

 、大学共創プロジェクトでは、共創の を のよ

に し 。 

教員・職員・学生 、 と を て、大学 

教育を共に創り ると と。 

大学 により、 の組織文 を て、大学教 

育に る共通 課 に て 、課 や  

な を して と。 

（2013 年 3 月 ） 
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